
てらこや。プリント

146 ～ 153

84 ～ 89

財政 政府の予算に基づいた経済活動（収支）

歳出 国の支出 歳入 国の収入

直接税 納税者と担税者が同じ

間接税 納税者と担税者が異なる

所得税 個人の所得に対する税

法人税 企業の所得に対する税

消費税 購入に課せられる税

公債 税収の不足を補う借金

国は国債　地方公共団体は地方債

この図は

累進課税 所得が多いほど税率が高くなるもの 書かない

所得税など
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わたしたちの生活と財政



てらこや。プリント

146 ～ 153

84 ～ 89

社会資本 道路や学校などの施設

公共事業 社会資本を整備するための事業

財政政策 政府が収入や支出の調節で景気の波を調整すること

好況のとき 増税 公共投資を削減

不況のとき 減税 公共投資を拡大

社会保障 国が生活を保障する制度

生存権 ① すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する　

憲法第25条 ② 国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び、公衆衛生の向上及び増進に

努めなければならない

国民皆保険 全ての国民が年金保険に加入することとされる制度

自営業者 国民年金 国民健康保険

会社員 厚生年金 健康保険

社会保障の４つの柱

少子高齢化 子どもの数が減り、老齢人口が増えること

それにともない様々な問題が起きている

医療費・年金給付額の増加

保険料と税収の減少 労働人口の減少

介護保険制度 介護が必要になったら介護サービスを受けられる制度

４０歳以上の人が加入

居宅サービス 訪問介護

デイサービス

施設サービス 介護福祉施設サービス

地域密着型サービス 夜間対応型訪問介護

グループホーム

政府の役割と財政の課題
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